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本論文は，「Inductance-Independent Discontinuous Current Mode Control with 
Minimized Inductor for Power Converters(電力変換器のリアクトル小型化に向けたイン








第 3 章では，昇圧チョッパに適用する電流不連続モード (以下，DCM)制御を提案した。
本方式は 1 サンプル前のデューティを利用することで DCM に起因した非線形性を打ち消
すことで，電流連続モード (以下，CCM)制御系と同等の制御応答を実現した。実験結果よ
り，CCM と DCM のオーバーシュートがそれぞれ 9%と 8%であることを示している。  
第 4 章では，単相系統連系インバータに適用する CCM/DCM 混在制御を提案した。提案




ードの制御系を用いた方式に対して 51%小型化できることを明らかにしている。  
第 5 章では，三相系統連系インバータに適用する DCM 制御法を提案した。提案方式は，
タイムシェアリング技術を利用して各相の電流制御の干渉を打ち消し，各相で独立な DCM
制御を実現した。実験により出力電流 THD を 5％以下に低減できることを示している。  
第 6 章では，昇圧チョッパのリアクトル小型化と広い負荷範囲での高効率化を両立す
るため，DCM と三角波電流モード (以下，「TCM」 )を組み合わせたハイブリッド電流不
連続モードを提案した。ハイブリッド電流不連続モードでは，DCM のゼロ電流期間中に
TCM を適用することでゼロ電圧スイッチングを達成した。実験結果より，CCM に比較
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